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はじめに 

準備するもの 

作業計画・管理支援システム（PMS）【.NET 版】（以下，本システム）を使用するため

には，本システムの入ったセットアップメディア（セットアップパッケージが格納されて

いる DVD-R またはダウンロードしたセットアップパッケージファイルなど）の他に以下

のものが必要です。 
 
• Windows PC 本体 ----------- 8.1，10 での動作を確認しています。Home，Professional

等および(x86)，(x64) などのエディションは問いません。

搭載メモリは各 OS の推奨サイズ以上であれば問題ないと

思われます。 
• キーボード -------------------- 文字や数値データの入力に使用します。 
• マウス類 ----------------------- 画面操作（ポインティング）に使用します。 
• モニタ類 ----------------------- システムの動作状況・操作状況が表示されます。表示解像

度は SXGA（1280×1024）以上または WSXGA（1280×
854）以上を推奨します。 

 
ノート・タブレット・一体型 PC などでは以上が一体となっています。 
 
• DVD ドライブ ---------------- 本システムのインストール時にセットアップメディア

（DVD-R）をセットします。デスクトップ PC などでは本

体に内蔵されていますが，小型ノート型などでは外付けの

場合もあります。 
• USB ポート ------------------- DVD ドライブがオプションの場合などに，USB 接続タイ

プのドライブを接続します。また，USB メモリ経由でイン

ストールする場合にも使用します。 
 
以下の装置・環境等は，本システムの一部の機能を利用する場合に必要です。 
 
• プリンタ ----------------------- 処理結果（画面マップ，各種レポート）や作業指示書の印刷

に使用します。 
• インターネット接続--------- 本システムの一部機能が利用します。また，本システムの

サポートサイトや Windows OS のアップデートサービスな

どを利用する際にも必要となります。 
 
以下は，本システムを使用する上で，補佐的にあると便利なものです（無くても本シス

テムを利用することはできます）。 
 
• グラフィック編集ソフト --- 背景図の加工に利用できます。 
• Microsoft® Excel ------------ CSV 形式でのデータ交換，各種レポート出力データの編集

などに利用できます。 
• GPS センサ・ロガー -------- 背景図の地理座標（緯度・経度）取得時の測量に利用できま
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す。また，作業軌跡データの取得にも利用できます。 
• 地図（マップ）ソフト ------ 背景図の地理座標参照・取得に利用できます。 
 

インストールガイド（本書）について 

インストールガイド（本書）は，本システムをお使いの Windows PC 上に導入し，シス

テムの起動を確認するまでの手順・操作などを説明しています。一通り目を通して手順を

理解してから，実際にインストール操作を行って下さい。 
また，本書ではインストール後，本システムを本格的に使用するための大まかな手順（概

略）についても説明しています。本システムの全体像を理解するために利用して下さい。 

その他のユーザガイドについて 

本システムでは，本書の他に以下のユーザガイド（取説）が用意されています。本書に

より本システムを導入して使用準備が整ったら，以下順次読み進めて本システムを本格的

に使用することになります。 
 
• 圃場地図作成ガイド--------- 本システムで使用する圃場地図（デジタルデータ）の元と

なるデータの入手手順，圃場地図の作成方法などが説明さ

れています。本書に引き続いて目を通し，圃場地図を作成

するために利用します。 
• 初期設定ガイド -------------- 作業計画・管理の対象となる管理ファイルを登録・管理し，

マスタデータと呼ばれる基本共通情報を登録・管理する手

順が説明されています。圃場地図作成ガイドの次に目を通

して，管理ファイルやマスタデータを作成・入力するため

に利用します。 
• 作業計画管理ガイド--------- 本システムの中核となる作業計画管理手順が説明されてい

ます。これまでに作成された圃場地図や管理ファイル・マ

スタデータに基づき，システム内に用意された各種台帳に

対してデータ入力・確認・表示・印刷などの操作を日々行い

ながら栽培管理を進めていくために利用します。 
• 作業計画計算ガイド--------- 水稲の春作業（代かき・田植え）および秋作業（収穫）を対

象とした当初作業計画と実行作業計画を作成する手順が説

明されています。農繁期前にこれらの期間を通じた作業計

画を作成する際に利用します。 
• 周辺ツールガイド ----------- これまでのガイドに含まれていないその他の各種ツールプ

ログラム（書類作成，圃場 DB アップデータ／バックアッ

プ・リストア，クエリビルダ，農薬 DB 管理ツールなど）

についての操作手順が説明されています。 
 

ユーザガイド利用上の注意点 

本システムの操作説明等に使用しているシステム画面（画像）は，本システム開発時点

のものであり，実際の画面と異なっている場合があります。その場合は，実際の画面表示
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に従って，本書での説明を適宜読み替えて使用してください。 
最新の情報，システムやユーザガイドの更新版については，以下の本システムサポート

サイトで随時情報公開していますので，時々チェックしてください。 
 
作業計画・管理支援システムサポートサイト 
URL: https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/ 
 

本書の改版履歴 

2009 年 5 月版の変更点 

Windows ネットワーク環境下で使用するための基本的な手順説明が追加されました。 

2009 年 11 月版の変更点 

Windows 7 への対応，本システムを利用する際のディスプレイ推奨解像度，SQL サー

バインストール時の注意事項などが追加されました。 

2010 年 5 月版の変更点 

Microsoft 社のサポート終了に伴い Windows 2000 が動作 OS から削除され，x86（32
ビット）環境に加え x64（64 ビット）環境への対応表記が追加されました。 

また，SQL 接続管理ツール：DbManager についての記述が追加されました。 

2011 年 1 月版の変更点 

セットアップパッケージの種類，セットアップ画面説明についての記載が最新版に合わ

せて更新されました。 

2011 年 10 月版の変更点 

セットアップパッケージの種類が追加されました（SQLx64 用，フルパッケージ）。 

2011 年 11 月版の変更点 

“gpxxDB”の追加に伴うネットワークセットアップ時の接続先 DB 情報が追加されまし

た。この他，些細な文言の修正などがありました。 

2012 年 2 月版の変更点 

セットアップパッケージに携帯情報端末（Android および Windows Mobile）用の作業

記録作成ソフト「FaWL」が追加されました。 
また，今回のセットアップパッケージよりインストールシールドで作成されたパッケー

ジに一新されています。これに伴いセットアップバージョンが 2.0 に更新されました（セ

ットアップのメジャーアップデートです）。 
さらに，64 ビット動作の SQL サーバ同梱版セットアップが追加され，SQL Server 2008 

R2 SP1 Express (x64)が収録されました。64 ビット OS で SQL サーバが未導入の場合に

64 ビット SQL 同梱版をセットアップすると，PMS のセットアップに先立って SQL 
Server 2008 R2 SP1 Express (x64)がインストールされます。 

一方，32 ビット動作の SQL サーバ同梱版セットアップには SQL Server 2005 SP4 
Express (x86)が収録されています。こちらは 32 ビット OS または 64 ビット OS のどち
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らにもセットアップできます。 
逆に SQL サーバ非同梱版では，SQL サーバが未導入であっても導入しません。また，

SQL サーバが導入済みか否かのチェックも行いません。このため，SQL サーバ未導入で

も PMS セットアップが可能です。ただしこの場合に完全インストールを行うと，SQL サ

ーバ未導入のため，PMS データベースのインストールに失敗するので完全インストール

を行うことはできません。 

2012 年 11 月版の変更点 

レポートデザイナ”RptDesigner.exe”が追加されました（PMS セットアップ先フォルダ

内の”Designer”フォルダにインストールされます）。 
64 ビット動作の SQL サーバは 2008 R2 Express SP2 が同梱されています。Crystal 

Report runtime engine for .NET framework 4.0 は SP4 が収録されています。 
トップメニュー”Menu.exe”に追加されたユーザロギング機能およびその有効化／無効

化設定機能の説明が追加されています。 

2013 年 3 月版の変更点 

給与・資産管理機能が追加されました。ただし，マニュアル類はまだ作成されていませ

ん。 
FaWL は最新のバージョン 3.1 に更新され同梱されました。 
Crystal Report runtime engine for .NET framework 4.0 は SP5 が収録されています。 
構成プログラムの個別変更点については PMS システムフォルダ内にインストールされ

る「リリースノート」か PMS サポートサイト上の最新リリースノートを参照してくださ

い。 

2014 年 5 月版の変更点  

2014 年 3 月公開パッケージ（ビルド 8605）と一部その後のベータ版に基づいて本書の

記述が更新されています。 
Microsoft 社のサポート終了に伴い Windows XP が本システムの動作対象 OS から外れ

ました。Windows XP 上への新規インストールはできません。 
FaWL はバージョン 4.0 が同梱されています。 
Crystal Report runtime engine for .NET framework 4.0 は SP8 が収録されています。 
その他，本システム構成プログラムの個別変更点については PMS システムフォルダ内

にインストールされている「リリースノート」，または PMS サポートサイト上の最新リ

リースノートを参照してください。 

2021 年 6 月版の変更点  

2014 年 5 月版以降の主なシステム変更点（本書への反映も含む）を以下に列挙します。 
 
• システムバージョンが 1.60 に改訂され，システムパッケージは 2020 年 3 月版として

リリースされています。本書はそれに対応する改訂版です。 
• マイクロソフト社の OS 改訂に伴い，本システムが稼働する Windows OS は 8.1 と 10
の 2 つとなっています。 

• 同様に対応するマイクロソフト社の SQL サーバも 2012 以降のバージョンとなってい

ます。 
• 本システムの主要構成プログラムは.net Framework 4.0 以降で動作するように変更さ

れました。一部の構成プログラムは引き続き同 3.5(2.0)で動作します（必要とします）。 
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• 本書の画面ショット（画像）が Windows10 上の最新バージョンのものに更新されまし

た。 
• レポート出力に必要な SAP 社製 “Crystal Report for VisualStudio 2010 runtime 

engine for .NET framework 4.0”（略記 CRRE） は SP30 に更新されています。本書

のセットアップ画面例に SP30 ランタイム導入時のものが追加されました。 
• SQL サーバのセットアップ画面は 2019 バージョンのものに更新されました。 
• SQL サーバマネジメントスタジオ（略記 SSMS）は単独の管理用アプリとしてマイク

ロソフト社より提供されるようになりました。これに伴い，SSMS は別導入すること

を前提として，そのセットアップ手続きが本書中に追記されました。 
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〔メモ〕 
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インストール － システムをお使いの PC に導入します 

インストールとは？【概略】 

入手した直後の本システムは，セットアップメディアの状態（DVD-R またはダウンロ

ードしたセットアップパッケージファイルの状態）では使用できません。これをお使いの

Windows PC 上にコピーし動作する状態に設定する作業のことを，一般にインストール

またはセットアップと呼びます。 
本システムを利用するためには，まずこのインストール（セットアップ）作業を行う必

要があります。 

本システムのインストール手順【操作】 

動作環境の確認 

本システムの動作には以下のコンポーネントが必要です。 
 
• Microsoft® SQL Server （リモート接続する場合を除く） 
• Crystal Reports Runtime Engine for .NET Framework 4.0 (32 ビット) 
 

Microsoft® SQL Server 

SQL Server については有償・無償の製品がありますが，通常は無償製品である

Microsoft SQL Server XXXX Express Edition の使用が可能です。「XXXX」には 2012，
2014，2016，2017，2019 のいずれかが入ります。数字が大きいほど新しい製品です。

2016 以降は x64（64 ビット動作）版のみ提供（公開）されています。 
SQL Server をセットアップする際には「Windows 認証モード」，「（既定の）名前付き

インスタンス名：”SQLEXPRESS”」で，クライアントコンポーネント・管理ツールとと

もにセットアップします（図 1(b)）。また，セットアップを実行しているユーザアカウン

ト（管理者権限あり）を SQL サーバの管理者として登録して下さい。 
次ページの図 1 は SQL Server 2019 Express Editon のセットアップ画面例です。基本

的に既定のセットアップ設定（画面提示のまま）でセットアップします。すでに別の SQL
サーバインスタンスがセットアップされている場合は上記条件でセットアップされてい

るか確認するなど，状況に応じた対応が必要です。 
 

 
PMS セットアップは”SQLExpress”インスタンスがすでにインストールされているか

いないかを自動的に判断します。すでにインストールされていると判断した場合はそのま

ま PMS セットアップを実行します。インストールされていないと判断した場合は，先に

セットアップするようにメッセージを表示して PMS セットアップを中止します。 
 

 
リモート接続によりイントラネット（ホームネットワーク）内に接続された別 PC 上で

稼働中の SQL Server を使用する場合は「コア・更新パッケージ」を使用して PMS をセ
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ットアップします。SQLx86 対応パッケージまたは SQLx64 対応パッケージの場合，セッ

トアップ対象マシン上に SQL Server（”SQLExpress”インスタンス）がインストールされ

ていることが PMS セットアップの実行条件となっているため，事前に SQL Server
（”SQLExpress”インスタンス）をセットアップしておく必要があります。 

 

  
(a) SQL Server インストールセンター      (b) 機能選択画面 

    初期画面             ※ すべてのコンポーネントを選択 

  
(c) SQL インスタンス名指定画面      (d) ログイン（認証）指定画面 
※ “SQLExpress”インスタンスを指定    ※ Windows 認証モードを選択 

                    ※ セットアップユーザを管理者に指定 
図 1 SQL Server 2019 Express Edition のセットアップ例（参考） 

（※印はセットアップ時のポイントです） 
 

SAP® Crystal Report Runtime Engine for .NET Framework 4.0 (CRRE) 

Crystal Report ランタイム（32 ビット）については，SAP サイトから事前入手し導入

しておくことをお勧めします。PMS パッケージにも同梱されているので，未導入であれ

ば PMS セットアップ時に導入可能です（図 2(a)）が，このとき導入に失敗すると PMS
セットアップ全体がキャンセルされてしまいます。 

PMS セットアップ時（後述）に Crystal Report ランタイムのインストールが必要と表

示された場合（図 2(a)）は，画面指示に従ってインストールしてください（図 2(b)）。 
事前にインストールする場合に必要となる Crystal Report ランタイムセットアップパ

ッケージの入手方法については，サポートサイト（https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/）
を参照してください。 

 

https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/
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(a) PMS セットアップ時の      (b) Crystal Report ランタイムの 
必要コンポーネント表示        セットアップ起動画面 

   
(c) インストール開始画面       (d) インストール完了画面 

図 2 Crystal Report ランタイムのセットアップ画面 
 

PMS セットアップメディアの準備 

入手したセットアップメディアが DVD-R や USB メモリの場合は，お使いの Windows 
PC の適切なドライブやポートにメディアをセットし，読み取り可能な状態にします。 

PMS サポートサイトからインターネット経由でセットアップパッケージファイルをダ

ウンロードした場合は，ダウンロード時に保存したフォルダを開き，セットアップパッケ

ージファイルを確認します。 

セットアップパッケージの種類 

PMS サポートサイト（https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/）からダウンロード可能なセ

ットアップパッケージファイルは 3 種類あります。ファイル名は PMSSetup.exe，
PMSSetup_x86.exe，PMSSetup_x64.exe で，それぞれ「コア・更新パッケージ」，

「SQL(x86)対応パッケージ」，「SQL(x64)対応パッケージ」と呼びます。 
これらのパッケージは，本システムの動作に必要な SQL Server の事前導入の有無と

（事前導入がある場合の）導入済み SQL サーバの動作ビット数（x86／x64）によって 3
種類に分けられています。 

 
 
 

https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/
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表 1 セットアップパッケージの種類と動作の違い 

パッケージ 
セット

アップ

タイプ 

コンポーネント導入 
(MapObjects LT2) 
(Crystal Reports) 

データベース導入 
(圃場 DB 他) 

適用 OS 
(32/64) 

適用 
SQL 

(32/64) 

コア・更新パッケージ ― ○ ― 32/64 32/64 

SQL(x86)対応 
完全 〇 〇 32/64 32 

標準 〇 × 32/64 32 

SQL(x64)対応 
完全 ○ ○ 64 64 

標準 ○ × 64 64 
注 1）「SQL(x86)または SQL(x64)対応パッケージ」では事前に適切な SQL Server (x86 または

x64)が”SQLExpress”インスタンスとしてインストールされている必要があります。 
注 2）セットアップタイプの「完全／標準」はインストール時のウィザード画面で選択します。 
 
本システムを PMS が使用するデータベース（PMS データベース）も含めてすべて新

規に導入する場合は「完全インストール」（セットアップタイプの選択において「完全」

を選択）を行います。 
本システムを新規に導入するが PMS データベースについてはリモート PC 上の PMS

データベースを使用（共有）する場合はコア・更新パッケージを使用してインストールを

行い，その後 SQL サーバのネットワーク接続設定（p.19）を行います。 
すでに本システムを導入済みで，PMS データベースやコンポーネント類を除く主要な

プログラム・データ類のみを更新する場合もコア・更新パッケージを使用してインストー

ルを行います。 
なお，SQL 対応パッケージで完全インストールを行った際に既存の PMS データベース

が存在した場合はそのデータベースのインストール処理はスキップされます（メッセージ

が表示され，既存の PMS データベースが上書きされることはありません）。 
 

 
以前 PMS を使用していて，SQL Server も含めアンインストールした後，再度 SQL 

Server も含め PMS を再セットアップした場合，SQL Server データフォルダに以前使用

していた PMS データベース（圃場 DB など）の実体ファイルが残っていると PMS デー

タベースのインストール処理はスキップされますが，SQL Server には登録された状態に

なりません。 
この場合は，手動で（SQL Server Management Studio 等を使用して）PMS データベ

ースを SQL Server に「アタッチ」する必要があります。 
「アタッチ」操作の意味・詳細等については SQL Server の自習書・オンラインドキュ

メントなどを参照してください。 
この操作を行わないと PMS は正常に動作しません（PMS データベースが SQL Server

上に登録されていないため，PMS データベースがみつからない状態となっています）。 
 

セットアップ DVD-R 

開発元または開発元の許可を得た再配布元から PMS セットアップメディア（DVD-R）

を入手した場合は，メディア内に SQL(x86)および SQL(x64)対応パッケージに相当する

セットアッププログラムが格納されています。 
PMS データベースも含めて新規に導入する場合は完全インストールを，すでに PMS を

導入済みで既存のデータベースを継続利用する場合は標準インストールを行います。 
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また，セットアップメディアには本システムのセットアッププログラムの他に SQL 
Server Management Studio (SSMS) などの管理ツール類や PMS ドキュメントファイル

（ユーザガイド類）なども格納されています。 
セットアップメディアのコンテンツ（収録内容）については，セットアップメディア内

の”Readme.html”ファイルを参照してください。 

セットアップの起動 

セットアップは必ず管理者権限を持つユーザアカウントで実行してください。SQL 対

応パッケージ（x86 または x64）で完全インストールを行う場合は PMS データベースの

初期化に SQL サーバの管理者権限が必要となります。SQL サーバの管理者権限が登録さ

れていないユーザアカウントの場合，PMS データベースの初期化に失敗しセットアップ

全体が失敗するので注意してください。 
PMS サポートサイトからセットアップパッケージファイルをダウンロードした場合は，

そのファイル（実行形式ファイル）を実行します。 
セットアップメディア（DVD-R）の場合は，”Readme.html”ファイル内のリンクをクリ

ックするか， ”PMS”または ”PMSx64”フォルダ内の対応するセットアップファイ

ル”PMSSetup[_x86|x64]*.exe”ファイルを実行します。 

セットアップ画面と操作 

セットアップを起動すると，PMS のセットアップに必要なファイルが取り出され，そ

の後以下の「作業計画・管理支援システム(PMS)」セットアップ開始画面が表示されます。

確認して「次へ」をクリックします（図 3）。 
 

 
図 3 セットアップ起動画面 

 
ここで，図 2(a)が表示される場合は Crystal Report ランタイム（CRRE）のインストー

ルが必要なので，画面に従い「インストール」をクリックして CRRE をインストールし，

その後 PMS セットアップを継続してください。 
また，SQL 対応パッケージを使用してセットアップしている場合に，対象 OS 上に SQL 

Server（”SQLExpress”インスタンス）がセットアップされていない場合は，先にインス

トールするように促す警告表示が出て，セットアップが終了します。 
使用許諾内容を確認し，「同意する」をチェックした上で，「次へ」をクリックします（図

4）。同意できない場合はインストールを中止します。 
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図 4 使用許諾確認画面 

 
本システムをインストールするフォルダを確認し，「次へ」をクリックします（必要に

応じて「変更(C)」ボタンをクリックしてフォルダツリーから選択できます）。 
 

  
(a) インストール先フォルダ確認画面 (b) インストール先フォルダ選択指定画面 

図 5 インストール先フォルダの指定画面 
 
続いて，本システム起動用ショートカットの設置有無をチェックボックスで選択し，「次

へ」をクリックします（図 6）。 
 

 
図 6 起動用ショートカットの設置指定画面 
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セットアップ時の注意事項（セットアップタイプの説明と注意事項）が表示されるので，

スクロールして文末まで内容を確認した上でチェックボックスに確認チェックを入れ，

「次へ」をクリックします。（図 7） 
 

  
(a) 注意事項表示初期画面      (b) 注意事項確認（チェック）画面 

図 7 インストール時の注意事項画面 
 
実行するインストールタイプ（標準／完全／カスタム）を選択し，「次へ」をクリック

します（図 8）。 
 

 
図 8 セットアップタイプの選択画面 

 
各インストールタイプの概要・違いについては，以下の「注意」コラムを確認してくだ

さい。 
 

 
・「標準」では PMS データベースはインストールされません。初めてのセットアップでは

「完全」を選択して PMS データベースもインストールしてください。 
・逆に，すでに PMS データベースを導入済みの場合は「標準」を選択してください（「完

全」を選択しても登録済のデータベースが存在している場合，そのデータベースのセッ

トアップはスキップされるので，データが初期化されることはありません）。 
・「カスタム」は通常は使用しません。PMS のシステム構成に詳しい場合のみ自己責任で

使用してください（図 9）。 
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※ PMS のシステム構成に詳しい場合のみ使用してください 

図 9 カスタムセットアップ画面 
 
セットアップタイプを選択すると以下のインストール確認画面が表示されるので，「次

へ」をクリックしてインストール開始します（図 10）。 
 

 
図 10 インストール開始確認画面 

 
インストール作業が始まるとインストール処理の進行画面が表示されるので，インスト

ールが終了するまで待ちます（図 11）。 
 

 
UAC（User Access Control: ユーザアクセス制御）確認画面が表示される場合があり

ます。その場合は「はい」をクリックしてインストールを許可して下さい。 
 
最後にインストール完了画面（図 12）が表示されればインストール作業は正常に終了

です。「完了(F)」をクリッしてインストール画面を閉じます。 
なお，インストール終了後に PMS トップメニューを起動する場合は「作業計画・管理

支援システム(PMS)を起動する」チェックしてから「完了(F)」をクリックします。 
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図 11 インストール中の画面 

 

 
図 12 インストール完了画面 

 

インストール後のフォルダ構成 

PMS をインストールすると，セットアップ時に指定したインストール先フォルダ以下

に PMS の動作に必要なファイル群がコピーされ，サンプルの地図データは「共通プログ

ラムデータフォルダ（CommonAppData：システムドライブの”¥ProgramData”，既定で

は隠しフォルダとなっています）」内の"AGinfo¥PMS"フォルダ以下に，その他のサンプ

ルデータや帳票作成ツール「PMS-OUT」のエクセルマクロファイルは「ユーザドキュメ

ントフォルダ（セットアップを実行したユーザアカウントの既定ドキュメントフォルダ）」

内の"PMS"フォルダ以下に格納されます。 
また，PMS データベースファイル（「圃場 DB」「農薬 DB」「gpxxDB」「envDB」）は

SQL サーバ（「SQLEXPRESS」インスタンス）が使用する所定のデータフォルダ内に格

納されます。 
この他，PMS が動作状態などを保存するために使用する各種の設定ファイルは

LocalAppData フォルダ内の”AGinfo¥PMS”フォルダ以下，PMS が使用する一時的な作

業ファイル類は LocalAppData フォルダ内の"TEMP"フォルダ以下に作成されます。 
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図 13 PMS インストール先フォルダの表示例 

 

 
図 14 PMS 共通データフォルダの表示例（CommonAppData 以下） 
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図 15 付属ツール，サンプルデータフォルダの表示例 

（ユーザの既定ドキュメントフォルダ以下） 
 

 
図 16 PMS 構成プログラム動作設定ファイル保存フォルダの表示例 

（LocalAppData 以下） 
 

 
論理フォルダ名（CommonAppData や LocalAppData）の実際のパスは使用する OS や

ユーザアカウントによって異なります。お使いの状況（OS，ユーザアカウント）に合わせ
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て読み替えてください。 
 

インストール後の注意点【解説】 

ここまでのインストール作業が終了すると，本システムを起動できるようになっていま

す。 
ただし，本システムの作業計画管理機能を使用するためには，対象となる地域の圃場地

図データが必要です。 
この圃場地図には，圃場区画（形状）を表示するための「圃場図」と，圃場図の背景に

表示され圃場周辺の地形・状況を表示するための「背景図」の 2 つがあります。この２つ

の地図（具体的にはさらに複数のファイルから構成されます）を作成しておく必要がある

ことに注意してください。作成手順の概略については「はじめての起動」（p.33）以降に

説明しています。 
 
 

〔メモ〕 
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Windows ネットワーク環境下での運用 

ここでは 1 台の WindowsPC 上に本システムを完全インストールし，さらに Windows
ネットワーク（イントラネット，事務所内のネットワークなど）を介して本システムが導

入された複数の WindowsPC から，この完全インストールされた WindowsPC 上のデー

タベース（「PMS データベース」と呼びます）を共有しながら本システムを運用するため

の準備作業手順を説明しています。 
以下では，PMS データベースがインストールされた WindowsPC を「親機」，それを共

有する複数の WindowsPC を「子機」と表記します。 

ネットワーク運用の設定手順【概要】 

本システムを Windows ネットワーク環境下で運用するために必要な手順は大きく 4 段

階に分かれます。 
 
１．「親機」の SQL サーバのネットワークアクセスを許可する 
２．「親機」のファイアウォールで SQL サーバ待ち受けポートを開放する 
３．「子機」の PMS データベース接続先を「親機」上に変更する 
４．「親機」のファイル共有を作成し，「子機」でアクセス先を変更する 
 
以下，この 4 段階を順に説明します。なお，Windows ネットワークの設定（Windows

ユーザアカウント管理やアクセス権限管理を含む）は参加する各コンピュータ間で適切に

行われているものとします。この Windows ネットワークの設定で設定不良があると，た

とえ上記１～４を正しく設定できたとしても，親機上のデータベースを子機からアクセス

することができない場合があります。この Windows ネットワーク設定は本ガイドの範囲

外なので説明しません。ユーザ自己責任で正しく設定して下さい。 

SQL サーバのネットワークアクセス許可【操作】 

以下では Windows10 が稼働する「親機」の SQL Server 2019 Express Edition 
（”SQLEXPRESS”インスタンス）上に”圃場 DB”をはじめとする PMS データベースがイ

ンストールされているものとします（本システムの一般的な導入状態）。 
SQL Server 2012 や同 2014/2016 などを使用している場合は適宜読み替えて操作して

下さい。 
 

 
１．Windows のスタートメニューを辿って「Microsoft SQL Server 2019」→「構成ツ

ール」→「SQL Server 2019 構成マネジャ」を起動します。 
 

 
図 17 SQL Server 構成マネジャの起動 
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２．左側ペインのツリーから「SQL Server のサービス」をクリックして導入されてい

るサービスを右ペインに表示します（図 18(a)）。 
３．「SQLEXPRESS」サービスおよび「SQL Server Browser」サービスの「開始モー

ド」が「自動」，「状態」が「開始」になっているのを確認します（図 18(b)）。「開

始モード」が「自動」になっていない場合は該当するサービスのショートカットメ

ニュー→プロパティからサービスプロパティ画面を呼び出し「自動」に設定します

（図 18(b)）。続いてサービスを開始し「状態」を「開始」にします。 
 

 
(a) SQL Server Browser サービスの稼働状況確認画面 

  
(b) サービス「開始モード」設定画面 

図 18 SQL Server サービスの稼働設定 
（SQL Server 2019 Express の場合） 

 
４．左ペインのツリーから「SQL Server ネットワークの構成」ノードを開き，

「SQLEXPRESS のプロトコル」を選択します。 
 

 
図 19 SQL Server ネットワークの構成画面 

（SQL Server 2019 Express の場合） 
 
５．右ペインを確認し「TCP/IP」の「状態」が「有効」になっていることを確認します。
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有効になっていない場合は「TCP/IP」のショートカットメニューから「有効化」を

選択します。 
 

 
図 20 SQL Server プロトコルの設定画面 
（SQL Server 2019 Express の場合） 

 
６．「SQL Server のサービス」ツリーで SQLEXPRESS インスタンスサービスを再起

動（停止→開始）します。 
 
以上の操作で，SQLEXPRESS インスタンスはネットワークからの TCP/IP 接続を待ち

受けている状態になっています。 

SQL サーバ待ち受けポートの開放確認【解説】 

「親機」上でファイアウォールを使用している場合は，ファイアウォールが

SQLEXPRESS の待ち受けているポートを遮断している可能性があります。このため，お

使いの Windows PC のファイアウォール設定を確認し，SQL Server サービス

（SQLEXPRESS インスタンス）および SQL Server Browser サービスが使用している

ポートを開放（許可）する必要があります。 
なお，SQL Server（SQLEXPRESS インスタンス）が使用している（待機している）

ポートはインスタンス起動時に動的に設定されるので，ファイルウォールソフトを設定す

る場合はポートに対する許可ではなく SQL サーバプログラムに対する許可（ファイアウ

ォール例外）を与えます。SQL Server Browser サービスについては固定ポート（UDP1434）
なので，プログラム名またはプロトコル・ポート番号の何れかを許可します。 

ファイアウォールに対する具体的な設定操作方法はお使いのファイアウォールソフト

によって異なるので，ここでは説明できません。お使いのファイアウォールソフトのマニ

ュアル・ヘルプなどに従って正しく設定してください。 
許可を与える SQL サーバプログラム名やプロトコル・ポート番号の調べ方，および

Windows ファイルウォール（OS 標準のファイアウォール）を使用している場合のファイ

アウォール例外の設定方法については，以下の URL 先の記事を参考にしてください。 
 

https://docs.microsoft.com/ja-JP/troubleshoot/sql/connect/resolving-connectivity-errors 
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/sql-server/install/configure-the-windows-firewall- 

to-allow-sql-server-access?view=sql-server-ver15 
https://www.atmarkit.co.jp/fdotnet/dotnettips/545sqlsvrnet/sqlsvrnet.html 
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表 2 （参考）SQL Server 2014 Express の一般的な設定 
サービス パス ポート 
SQL Server 2014 
既定のインスタンス 

C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server 
¥MSSQL¥Binn¥sqlservr.exe 

TCP 1433 

SQL Server 2014 
SQLEXPRESS インスタン

ス 

C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server 
¥MSSQL.12.SQLEXPRESS¥MSSQL¥Bi
nn ¥sqlservr.exe 

動的（Browser サ
ービスから取得） 

SQL Server Browser C:¥Program Files (x86)¥Microsoft SQL 
Server ¥90¥Shared¥sqlbrowser.exe 

UDP 1434 

注．64 ビット OS に 64 ビット動作の SQL サーバを導入している場合の標準的な（既定の）設定

に基づくものです。実際の設定（値）はセットアップ状況によって異なるので，SQL サーバ

構成ツールなどで確認する必要があります。 
 

表 3 （参考）SQL Server 2019 Express の一般的な設定 
サービス パス ポート 
SQL Server 2019 
既定のインスタンス 

C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server 
¥MSSQL¥Binn¥sqlservr.exe 

TCP 1433 

SQL Server 2019 
SQLEXPRESS インスタン

ス 

C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server 
¥MSSQL15.SQLEXPRESS¥MSSQL¥Bi
nn ¥sqlservr.exe 

動的（Browser サ
ービスから取得） 

SQL Server Browser C:¥Program Files (x86)¥Microsoft SQL 
Server ¥90¥Shared¥sqlbrowser.exe 

UDP 1434 

注．64 ビット OS に 64 ビット動作の SQL サーバを導入している場合の標準的な（既定の）設定

に基づくものです。実際の設定（値）はセットアップ状況によって異なるので，SQL サーバ

構成ツールなどで確認する必要があります。 
 
以上で「親機」での設定は終了です。これで「親機」上の SQL サーバは「子機」から

接続可能な状態になっています。次は「子機」側の設定です。 

SQL サーバ接続先コンピュータ（親機）指定の変更 

「子機」上にインストールされた本システムは，既定（そのまま）では同じ子機上（つ

まり「ローカルコンピュータ」上）の PMS データベースを参照するように設定されてい

ます。「親機」上の PMS データベースを参照するためにはこの「既定の設定」を変更する

必要があります。 
変更にはトップメニューから呼び出し可能な「SQL 接続先管理ツール：DbManager」

を使用するか，以下のように個々の接続設定ファイルを直接編集します。SQL 接続先管

理ツール：DbManager については別冊の「周辺ツールガイド」を参照して下さい。 

設定ファイルの直接編集による接続先の変更 

“圃場 DB”をはじめとする PMS データベースへの接続設定は，本システムをインスト

ールしたフォルダ以下にコピーされている以下のファイルに保管されています。 
 
• Menu.ini ----------------------- トップメニュープログラム（Menu.exe）用 
• hojyou.ini ---------------------- Ag シリーズツール（Ag*.exe）ほか用 
• Config.exe.config ------------ 初期設定プログラム（Config.exe）用 
• Manager.exe.config --------- メイン計画管理プログラム（Manager.exe）用 
• RptDesigner.exe.config ---- レポートデザイナ（RptDesigner.exe）用 
• Acdb.exe.config -------------- 農薬情報管理プログラム（Acdb.exe）用 
• EnvConf.exe.config --------- 環境計測設定プログラム（EnvConf.exe）用 
• EnvViewer.exe.config ------ 環境計測データ表示プログラム（EnvViewer.exe）用 
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• MetCsv.exe.config ----------- 環境計測 CSV 読み込みプログラム（MetCsv.exe）用 
• MetSoap.exe.config --------- 外部気象データ取得プログラム（MetSoap.exe）用 

（MetSoap サービスが終了しており使用できません） 
 
これらのファイルはすべてテキストファイルなので，テキストエディタソフトを使用し

て直接編集します。 

“hojyou.ini”ファイルの編集 

本システムをセットアップしたフォルダとそのフォルダにある”GA”フォルダ，”Query”
フォルダの 3 カ所に保存されている”hojyou.ini”はすべて同じ内容となっています。 

 

 
図 21 “hojyou.ini”編集画面例（「秀丸エディタ」使用例） 

 
編集箇所は SQL サーバ上の”圃場 DB”への接続文字列を指定している以下の部分です。 
 
Data Source = (local)¥sqlexpress; 
 
ここで，”(local)”の部分が SQL サーバの接続先コンピュータ名を指定していま

す。”(local)”というのは「ローカルマシン」または「ローカルコンピュータ」の意味で「自

分自身」を指しています。つまり，自分自身の SQL サーバインスタンスの一つであ

る”SQLEXPRESS”インスタンスに接続するという意味です。 
この部分を接続先のリモートコンピュータ名（Windows ネットワーク内のコンピュー

タ名）に変更します *。 
以下の例は，共有する”圃場 DB”データベースが”dbmaster”というコンピュータ名（ホ

スト名）を持つ PC 上でローカル Windows ネットワーク内に公開されている場合の指定

例です。 
 
Data Source = dbmaster¥sqlexpress; 
 
IP アドレス（例えば接続先コンピュータの IP アドレスが 192.168.11.100 の場合）で

指定する場合は以下のようになります。 
 
Data Source = 192.168.11.100¥sqlexpress; 
 
上記（コンピュータ名）以外の記述は変更してはいけません。 

 
* Windows ネットワーク内の名前解決ができない場合はコンピュータ名の代わりに IP
アドレスを指定できます。 
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“Menu.ini”ファイルの編集 

本システムのトップメニュープログラムである”Menu.exe”の設定データを格納してい

る”Menu.ini”ファイル（PMS セットアップフォルダ内に登録されています）について

も”hojyou.ini”と同様に”[SQL]”セクション内に”圃場 DB”への接続文字列が記述されてい

ます。記述内容は”hojyou.ini”と同様ですので，”hojyou.ini”の場合と同様にして接続先の

ホスト名を編集して指定します。 
 

 
図 22 “Menu.ini”編集画面例 

 “Config.exe.config”ファイルの編集 

初期設定プログラム”Config.exe”の設定ファイル”Config.exe.config”では，以下のよう

に SQL サーバ上の”圃場 DB”と”農薬 DB”への接続先が 2 カ所に分かれて記載されていま

す（赤線部分）。 
 

 
図 23 “Config.exe.config”編集画面例 

 
このファイルは XML で記載されています。 
この中から，<connectionStrings>要素内の<add>要素にある“connectionString=”とい

う書き出しで始まる属性記述を見つけます。 
この属性の値として SQL サーバへの接続先が記載されているので，”hojyou.ini”の場合

と同様にして接続先を変更します。 
 
Data Source=.¥sqlexpress; 
 
上記の’.’（ドット）の部分（ローカルを意味します）をリモートコンピュータ名または

IP アドレスに変更します。 
“圃場 DB”用と”農薬 DB”用に 2 カ所記述があるので，両方とも変更してください。 

“Manager.exe.config”ファイルの編集 

計画管理プログラム”Manager.exe”の設定ファイル”Manager.exe.config”では”圃場 DB”
用，”MFD4PMS”用，”gpxxDB”用に 3 つの<add>要素があります。この connectionString
属性に記載されている SQL サーバ接続先を変更します（図 24）。 
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“RptDesigner.exe.config”ファイルの編集 

レポートデザイナ”RptDesigner.exe”の設定ファイル”RptDesigner.exe.config”では”圃
場 DB”用の記述を変更します。このファイルは PMS インストールフォルダのサブフォル

ダである”Designer”フォルダ内にインストールされています（図 25）。 
 

 
図 24 “Manager.exe.config”編集画面例 

 

 
図 25 “RptDesigner.exe.config”編集画面例 

 

“Acdb.exe.config”ファイルの編集 

農薬 DB 管理ツール”Acdb.exe”の設定ファイル”Acdb.exe.config”では”圃場 DB”と”農薬

DB”の接続先ホスト名（計 2 カ所）を編集します。 
 

 
図 26 “Acdb.exe.config”編集画面例 
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環境計測ツール用設定ファイルの編集 

環境計測ツール（”Env*.exe”, “Met*.exe”）の設定ファイル”*.exe.config”（PMS インス

トールフォルダの”EnvTools”サブフォルダ内に格納されています）では”envDB”の接続先

ホスト名を編集します。 
 

 
図 27 環境計測ツール用設定ファイル編集画面例 

 

 
SQL サーバ接続先ホスト名以外の記述は変更してはいけません。万一変更してしまう

と本システムが正しく動作しなくなります（データベースに接続できません）。 
 

SQL 接続先管理ツール：DbManager による接続先変更 

トップメニュー下部にある「接続」ボタンをクリックすると（図 28），SQL 接続先管理

ツール：DbManager が起動します（図 29）。 
 

 
図 28 SQL 接続先管理ツールの起動 

 

 
図 29 SQL 接続先管理ツール：DbManager の起動画面 
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ここで，「接続する管理ファイル」欄から登録済みの接続先管理ファイルを選択し，「接

続先変更(C)」ボタンをクリックすると，選択した管理ファイルが登録されている SQL サ

ーバに接続先が変更されます。この状態で，「接続設定更新」ボタンをクリックすると変

更した新しい接続先情報が表示されている「設定ファイル」に対して保存されます。 
以上の操作により，以降の SQL 接続が設定ファイルに保存された接続先に対して実行

されるようになります。 
 

 
図 30 接続する管理ファイルの選択と接続先の変更 

 

接続する管理ファイルの登録 

なお，「接続する管理ファイル」欄に管理ファイルを予め登録しておくには，「接続先サ

ーバ設定／管理ファイル一覧取得」欄で SQL サーバを追加し，接続テストを行った上で

「管理ファイル」欄の「管理ファイル一覧取得(F)」をクリックして管理ファイル一覧を取

得します。次に，その一覧から登録する管理ファイルを選択して「登録(R)」ボタンをクリ

ックします。 
 

 
図 31 管理ファイルの接続先登録 

 
詳細については「周辺ツール」ガイドの「SQL 接続先管理ツール」の章を参照してくだ

さい。 

圃場地図ファイルの共有設定 

圃場地図を共有する（子機から親機上に格納されている圃場地図ファイルを使用する）

場合は，親機上で圃場地図を格納しているフォルダをファイル共有に出すとともに，子機

の圃場ファイル指定では親機上の共有フォルダ内の地図ファイルを指定します。 
親機上の設定に当たっては，使用するOSごとのファイル共有仕様やセキュリティ設定，
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UAC 制限などに注意しながら，接続使用が想定されるユーザアカウントに対して地図フ

ァイルフォルダに「変更」アクセス権を，地図ファイル自体にも「変更」アクセス権を付

与してください。 
 

  
図 32 親機での共有フォルダ・セキュリティ設定例 

 
ユーザアカウントについては，Windows ネットワークの構成（ドメイン／ワークグル

ープ）に応じてアクセス権も含め適切に構成しておく必要があります。Windows ネット

ワーク設定についての詳細操作手順は WindowsOS のマニュアル，解説本などを参考にし

てください。 

リモートコンピュータへの接続確認 

以上の設定が正しくできていれば，（複数の）「子機」から「親機」上の「圃場 DB」を

はじめとする PMS データベースおよび圃場地図ファイルに接続して本システムを使用で

きるようになっています。 
「子機」上で本システムを起動し，トップメニューから初期設定や計画管理などの「圃

場 DB」や「農薬 DB」を使用するプログラムを起動して，リモートコンピュータ上の SQL
サーバに正しく接続できるか確認します。 

圃場地図ファイルを共有している場合は，初期設定で管理ファイルごとに圃場地図ファ

イルを共有先のファイル名（UNC 名で指定）に設定して，計画管理で正常に地図が表示

されることを確認します。 
個々のプログラムの実際の操作手順についてはそれぞれのユーザガイドを参照してく

ださい。 
 

 
初期設定や計画管理プログラムを起動した際に「SQL サーバ接続エラー」が出る場合

は，これまでの設定（「親機」または「子機」）において，SQL サーバのネットワークアク

セス許可やファイアウォール設定が不十分であるか，またはコンピュータ名や IP アドレ

スを正しく指定できていないなどの可能性が想定されます。さらに根本的な問題として

Windows ネットワークが正しくセットアップできていない可能性もあります。 
前者については，ここで説明した設定内容を再度確認します。 
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後者については，このガイドの範囲外なので，Windows のマニュアルや解説本，イン

ターネット情報などを参考にして，Windows ネットワークが正しく動作するようにセッ

トアップしてください。 
 

ネットワーク接続時のチェックポイント 

以下に，ここまで説明してきた設定上の要点をチェックポイントとして列挙します。 
 
□親機・子機を含む Windows ネットワークが正しく設定され（ユーザアカウント，リ

ソースのアクセス権など），子機から親機上のリソースへのログイン・アクセスが正

常にできる 
□親機上の SQL サーバサービス（ブラウザサービスを含む）が起動している 
□親機上の SQL サーバ接続待ち受けがローカルからだけでなく，リモートからの TCP-

IP 接続が許可されている 
□親機上のファイアウォールで SQL サーバサービス（”sqlservr.exe”）およびブラウザ

サービス（”sqlbrowser.exe”）が通過許可されている 
□子機上の PMS を構成する各プログラムの設定ファイル中の SQL サーバ接続文字列

が，データソースとして親機のホスト名（または IP アドレス）を含む SQL サーバイ

ンスタンス名を正しく指定している（SQL サーバが既定のインスタンスの場合はホ

スト名のみとなります）。 
□圃場地図ファイルを共有する場合は，親機上の地図ファイルフォルダが共有に出され，

ネットワークアクセスユーザに対する変更アクセス権が設定されていて，子機から正

常にアクセスできる 
 
正常に接続・動作しない場合はこれらの点を確認してください。 
 
 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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アンインストール 

アンインストールとは？【概略】 

本システムの使用をやめる場合や，再度インストールする場合（アップデートパッケー

ジを除く）には，すでにインストールされている本システムをお使いの Windows PC 上

から削除します。この作業のことを「アンインストール」と呼びます。 

アンインストール手順【操作】 

Windows 10 の場合 

［スタートメニュー］から［設定］→［アプリ］と進むか（図 33(a)），またはデスクト

ップなどから［コントロールパネル］→［プログラムのアンインストール］と進み（図 33(b)）
ます。表示された一覧から「作業計画・管理支援システム(PMS)」をクリックし，［アンイ

ンストール］を選択・実行ます。続いて表示されるアンインストール確認に対して［はい］

をクリックして，本プログラムをアンインストールします。 
 

 
(a) 「設定～アプリ」からのアンインストール 

 
(b) 「コントロールパネル～プログラムの追加と削除」からのアンインストール 

図 33 PMS アンインストール選択画面例（Windows 10 の場合） 
 

Windows 8.1 の場合 

スタート画面から［コントロールパネル］をタップまたはクリックし，デスクトップ画

面表示されたコントロールパネルから［プログラムの追加と削除］と進み，表示された一

覧から「作業計画・管理支援システム(PMS)」を選択し，［削除］ボタンを押して，本シス

テムをアンインストールします（参考図 33 (b)）。 
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アンインストール後の確認【解説】 

アンインストールでは，インストール時にコピーされたファイルは削除されますが，イ

ンストール後に追加されたユーザデータファイルや本システムが作成した作業ファイル・

設定ファイルなどは削除されません。このため，システムをインストールしたフォルダ内

には，アンインストール後も削除されずに残っているファイルやフォルダがあります。こ

れらのファイルについては，Windows エクスプローラなどを使用して，本システムをイ

ンストールしたフォルダ以下を手動で削除します。 
また，アンインストールでは，本システムで使用していたデータベース（”圃場 DB”，”

農薬 DB”など）も SQL サーバ上から削除されません。これらのデータベースについても

手動で削除します。 
データベースを削除するには，SQL サーバ付属のコマンドラインツール”sqlcmd.exe”

または SQL サーバ管理ツール”SQL Server Management Studio (SSMS)”などを使用し

ます。操作方法については，SQL サーバに付属のオンラインドキュメントなどを参照し

てください。 

Windows ネットワーク環境下でのアンインストール 

本システムが導入されたそれぞれの WindowsPC 上でアンインストール操作を行いま

す。通常，子機から順次アンインストールしていき，最後に親機からアンインストールし

ます。 
 
 

〔メモ〕 
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はじめての起動（動作確認） 

ここでは，本システムのインストール後，正しくインストールされているか否か確認す

る意味も含めて，本システムの入り口となる「トップメニュー」を起動します。 
本システムが正常にインストール（セットアップ）されていると，Windows のスター

トメニュー内に本システム起動用のショートカットが登録されているので，それを使って

「作業計画管理」を選択クリックして起動します（図 34）。 
 

 
図 34 作業計画管理トップメニューの起動例（10 のスタートメニュー） 

 

 
インストール完了時にトップメニューの起動オプションをチェックした場合はインス

トール終了後にトップメニューが自動的に起動します。 
また，インストール時のオプションで，OS・ログイン時の自動起動，デスクトップへの

ショートカット登録を指定した場合はそれぞれからの起動が可能です。 
 

トップメニューの構成【解説】 

本システムは，複数のプログラムから構成されています。このトップメニューから以下

に説明する個々のプログラムを起動して，それぞれに必要な処理を行いながら，本システ

ムの目的である作業計画・管理を進めていきます。 
本システムを起動して最初に表示されるトップメニュー画面には，中央に４つのシート

（重なった状態）があり，それぞれのシート内に本システムを構成するプログラムが登録

されています（図 35）。 
トップメニュー画面（ウィンドウ）の下方には 6 個のボタンが配置されており，トップ

メニューを終了したり，構成プログラムの一覧情報を表示したり，本システムに関係する

各機関の Web サイトを表示したりすることができます。 
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図 35 トップメニュー 

画面下方のボタンをクリックするとトップメニューを終了または 
ボタンに表示されている機関 Web ページを開くことができます。 

 

メニューシート 

４つのメニューシートにはそれぞれ「タブ」と呼ばれるシート切り替え用の「耳」が付

いており，この部分をクリックするとシートを切り替えることができます。 
４つのシートは以下の構成になっています。 
 
• メイン -------------------------- 作業計画管理（本システムの中心となるプログラムで圃場

や作業の管理を行います）や作業計画計算（作業計画を作

成します），在庫管理，給与・資産管理，初期設定，圃場図

作成が登録されています。 
• 出力・利用 -------------------- 登録されたデータを利用してシステム既定様式での書類作

成やクエリビルダによるデータ抽出・エクセル出力，ユー

ザ自身でのレポート様式デザイン・出力・印刷，環境計測デ

ータ表示・印刷が登録されています。 
• 初期設定 ----------------------- 圃場地図作成管理や初期設定（本システムの設定や基本情

報を入力します），農薬情報・環境計測ツールが登録されて

います。 
• その他 -------------------------- 圃場地図作成支援ツールやデータ変換ツール，データベー

ス更新・バックアップツールなどが登録されています。 
 
各シートの登録内容は以下のとおりです。 

メインシート 

「メイン」シート（図 35）には，以下のように，本システムの中心となる作業計画管理

プログラム（”Manager.exe”）や作業計画最適化計算用プログラム（”分散圃場システ



 

－35－ 

ム.exe”）が登録されています。 
これらは，初期設定が終わり，本システムが本格的に稼働するようになると，日常的な

管理事務に使用するプログラム群です。 
 
• 作業計画管理 ----------------- 本システムの中心となる作業計画管理を行います。 
• 作業計画計算 ----------------- 水田を対象とした代かき・田植え・収穫の作業計画を作成

します。 
• 在庫管理 ----------------------- 生産資材の在庫管理を行います。 
• 給与管理 ----------------------- 従業員（作業者マスタ登録）の給与管理を行います。 
• 資産管理 ----------------------- 機械・施設（機材マスタ登録）の減価償却管理を行います。 
• 初期設定 ----------------------- 作業計画管理ファイル，基本情報（「マスタ」と呼ばれます）

を作成します。 
• 圃場図作成 -------------------- 圃場区画（形状）を格納する圃場図（シェープファイル）を

作成します。 
• 作業実績登録 ----------------- 作業計画管理プログラムを栽培作業台帳一括登録モードで

起動し，複数圃場に対する作業実績を登録します。 
 

出力・利用シート 

「出力・利用シート」（図 36）には，PMS に入力されたデータを利用してシステム既定

の書類（水稲共済細目異動申告票や利用権設定申請書）を作成したり，任意のデータを抽

出する SQL コマンドを編集し Excel ファイルに出力して書類様式に仕上げたりするプロ

グラムが登録されています。 
 

 
図 36 出力・利用シート 

 
• 小作・受託料金計算--------- 請負耕作や受託作業の料金集計を行います。 
• 水稲共済（個人用）--------- 個別農家向けの水稲共済細目書異動申告票（エクセル様式）

を作成します。 
• 水稲共済（集団用）--------- 生産集団組織向けの水稲共済細目書異動申告票（エクセル

様式）を作成します。 
• 利用権設定申請 -------------- 利用権設定申請書（エクセル様式）を作成します。 
• クエリビルダ ----------------- ビューに基づき圃場 DB からデータを抽出します。 
• レポートデザイナ ----------- ユーザ定義のレポート様式を作成（デザイン）し，出力・印

刷します。 
• 環境計測データ表示--------- 環境計測ツールで収集されたデータを表示・印刷します。 
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初期設定シート 

「初期設定」シート（図 37）には，作業計画の作成・管理を行う際に必要となる各種の

共通基本データ（圃場図・背景図ファイル，作業計画・管理の中心となる管理ファイル，

管理ファイルに関連づける圃場図・背景図，農家情報，作物・品種情報，作業情報，受託

作業情報，使用資材情報，土壌・品質情報など），環境計測データを入力するプログラム

群が登録されています。 
 

 
図 37 初期設定シート 

 
これらは，本システムをはじめて導入した時や，毎シーズンの開始前などに使用して，

対象となる共通基本データ（「マスタ」と呼びます）を作成します。 
 
• 背景図座標作成 -------------- 背景図に地理座標を付加するワールドファイルを作成しま

す。 
• 圃場図作成 -------------------- 圃場区画（形状）を格納する圃場図（シェープファイル）を

作成します。 
• 初期設定 ----------------------- 作業計画管理ファイル，基本情報（「マスタ」と呼ばれます）

を作成します。 
• 農薬登録情報管理 ----------- 農林水産消費安全技術センター（FAMIC）の農薬登録情報

に基づいて農薬マスタへの登録を行います。 
• 環境計測データ設定--------- 気象データや圃場計測データなどのデータ仕様情報（CSV

書式定義を含む）を作成・管理します。 
• 環境計測 CSV 取込 ---------- CSV 書式定義（登録済み）に基づき計測データ CSV ファ

イルを読み込みます。 
• 外部計測データ取込--------- MetXML／MetSOAP プロトコルによって外部サービスか

ら環境計測データを取得します（サービス終了・使用不可）。 
• Open-FS データ変換 ------- 農研機構（NARO）で公開されている Open-FS（オープン

フィールドサーバ）が計測・ツィートしたデータ（Twilog
からダウンロードした CSV ログファイル）から計測項目ご

との CSV ファイルに変換出力します。 
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その他シート 

「その他」のシート（図 38）には，圃場地図作成に役立つツール類と，システム改訂に

伴うデータベースアップデートプログラム，データ（管理ファイル）のバックアップ・リ

ストアツールなどが登録されています。 
 

 
図 38 その他シート 

 
• 背景図座標作成 -------------- 既存の地理座標付き画像を元にして新たな背景図のワール

ドファイルを作成します。 
• SIMA→シェープ変換 ------ 測量機器の業界団体で標準化されているデータファイル

（SIMA 形式）から圃場図用のシェープファイルを作成し

ます。 
• DXF→シェープ変換 -------- CAD 分野で広く用いられている DXF 形式ファイルから圃

場図用のシェープファイルを作成します。 
• PMS アクセス権設定 ------- 本システムの使用目的に合わせて使用フォルダのアクセス

権を設定します。 
• 圃場 DB アップデータ ------ 本システムがデータ格納に使用している「圃場 DB」データ

ベースを最新版に更新します。 
• 管理ファイルバックアップ・リストア 

「圃場 DB」内に保存されている「管理ファイル」ごとにデ

ータのバックアップ・リストアを行います。 
 

構成プログラムの起動確認 

それぞれのプログラムボタンをクリックして対応するプログラムを起動できることを

確認してください。 
一部のプログラムでは UAC 確認が必要となります。UAC 確認が表示された場合は許

可して下さい。 
起動したプログラムの終了方法については，それぞれのプログラムを説明したガイドを

参照してください。通常，メニューバーの「ファイル」－「アプリケーション終了」メニ

ューやタイトルバーのクローズ（閉じる）ボタンをクリックすればプログラムは終了しま

す。 
トップメニューは「ファイル(F)」→「終了(X)」または「終了」ボタンをクリックして

終了します。 
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〔メモ〕 
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ユーザロギング機能 

ユーザロギング機能について 

本システムには，本システムを使用（操作）するユーザの本システムに対する習熟度や

役割に応じて，操作できる機能を制限したり簡略化したりする機能が用意されています。

そのユーザを識別するための機能として，トップメニュープログラム起動時に，どのユー

ザがシステムを使用しているかを識別するためのユーザログイン画面を使用することが

できます。また，ユーザがログインしている場合，トップメニュー終了時にはログアウト

処理が自動的に行われ，ログインからログアウトまでの日時が記録されます。 
トップメニューでは，このユーザロギング機能を使用するか否かを指定することができ

ます。ログイン機能（起動時のログイン画面表示を含む）・ログアウト機能はユーザロギ

ング機能が有効になっている場合のみ動作します。ロギング機能が無効となっている場合，

ログイン画面は表示されません。 
 

 
ユーザロギング機能に対応しているのはトップメニュー（Menu.exe）と初期設定

（Config.exe），作業計画管理（Manager.exe）の 3 つです。他の PMS 構成プログラムは

対応していません。 
 

ユーザロギング機能の有効化／無効化 

ユーザロギング機能を有効化・無効化するには，トップメニューの「ヘルプ」→「ユー

ザロギング」メニューを選択実行します（図 39）。 
 

 
図 39 ユーザロギング機能の有効・無効設定 

 
「ユーザロギング」メニューにチェックが付いている場合はロギング機能が有効となっ

ています。チェックが付いていない場合は無効となっています（図 40）。 
 

  

図 40 ユーザロギング機能の設定状況（左：有効，右：無効） 
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本システムを更新（アップデート適用）後にトップメニュープログラムを起動すると，

このロギング有効化・無効化の設定が初期化され「無効化」された状態となります。この

ため，システム更新後は必ずロギング有効化・無効化を再設定してください。 
 

 
ユーザロギング機能で使用されるユーザ情報は「初期設定」プログラムの「ユーザ情報」

入力画面で指定します（→「初期設定ガイド」）。 
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本システムを使用する際の大まかな手順【解説】 

本システムを使い始めるには，通常，管理対象となる地域の「圃場区画情報」を持つ圃

場図ファイル（「ESRI シェープ形式」「シェープファイル」などと呼ばれるファイルです）

と，圃場図の背景に表示する航空写真や地形図などの「画像情報」を持つ背景図ファイル

を作成します。なお，背景図ファイルは用意できなくても本システムは動作しますが，圃

場図ファイルは必ず必要です。 
圃場図と背景図（併せて「圃場地図」と呼びます）の作成・準備には本システムが用意

している圃場地図作成支援ツールを使用できます。 
次に，「初期設定プログラム」を使用して，①作業計画管理ファイル（以下単に「管理

ファイル」と記載します）の登録・設定，②圃場地図の管理ファイルへの関連づけ（登録），

③各種基本情報（農家情報，作物情報などのマスタデータ）を入力・作成します。 
圃場地図作成および初期設定（管理ファイル・マスタ情報作成）が終了すると，本シス

テムの中核である「作業計画管理プログラム」を使用して，「土地台帳」，「作付台帳」，「栽

培作業台帳」，「受託作業台帳」，「土壌台帳」，「品質台帳」などに基づいた圃場利用や栽培

作業の日常的な計画・管理事務作業を実行できるようになります。 
以上が，本システムを使用する際の（非常に）大まかな手順です。 
以下，個々の手順についてもう少し詳しく説明します。 

圃場図・背景図の作成 

圃場図は，管理しようとする対象地域が所属する自治体の役所や土地改良事務所が所有

している電子地図や紙地図（地形図）を入手して，外注等により圃場図のシェープ形式に

変換するか，地形図などをスキャンして電子化した地図画像（背景図として利用できます）

を元に本システムの「圃場図作成プログラム（ShapeMaker.exe）」を使用して圃場区画を

一つずつトレース（頂点をポインティング）しながらシェープ形式に変換して作成します。 
背景図は，上記で入手した紙地図からスキャンした地図画像ファイルや，国土地理院な

どから購入した地図画像・航空写真画像ファイルを元にして、本システムの「地理座標情

報作成プログラム（WldMaker.exe）」を使用して地図座標情報を付加して作成します。 
このように，本システムを使用するためには，対象地域の圃場形状が識別できるような

大縮尺の地形図（紙地図または電子地図）または空中写真などが必要となります。通常，

対象地域を管轄する自治体の役所や土地改良事務所などに問い合わせて入手することに

なります。空中写真は国土地理院（日本地図センター<http://www.jmc.or.jp/>）などから

購入することもできます。 
具体的な作成手順・支援ツールの操作方法については，「圃場地図作成ガイド」，「周辺

ツールガイド」を参照してください。 

作業計画管理ファイルの登録 

圃場地図（背景図・圃場図）の準備ができたら，次は，作業計画管理ファイルの作成・

登録・設定を行います。 
作業計画管理ファイル（管理ファイル）は，一作の水稲作などに代表されるように，一

連の栽培・作業を計画・管理する際の単位となる情報の入れ物です。通常，2007 年，2008
年のように年単位で作成したり，2008 年夏作，2008 年冬作のように作型単位で作成した

りします。もちろん，これにこだわることはなく，実際の営農・作業体系に合わせて，作
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業計画・管理しやすい単位・期間ごとなどに作成して構いません。 
 

 
周辺ツールである「共済申請出力」や「料金計算」を使用する場合は，これらのツール

が管理ファイル単位で処理を行うので，共済申請や料金計算（集計）を行う場合は，これ

らの単位（期間）に合わせて管理ファイルを作成します。 
 
また，管理ファイルの登録では，先に作成した圃場図と背景図も登録します。これによ

り管理ファイルごとに圃場地図が関連づけられます。 
管理ファイルは，本システムのインストール時に作成されている”圃場 DB”データベー

ス内に登録されます。 
管理ファイルの作成・編集などの具体的な操作方法については，「初期設定ガイド」の

「ファイル登録」を参照してください。 

基本情報の登録（初期設定） 

作業計画・管理の単位となる管理ファイルを作成・登録できると，その管理ファイルに

対して，農家情報や栽培管理する作物・品種の情報，管理対象となる作業項目や使用する

資材（機械，肥料，農薬など）の情報，受託作業情報，土壌や品質管理項目の情報など，

作業計画・管理に必要な基本情報（マスタデータ）を入力します。 
具体的な操作方法については，「初期設定ガイド」の「基本情報の登録」を参照してく

ださい。 

作業計画管理 

「作業計画管理」では，本システムの中核となる 3 つの台帳（土地台帳，作付台帳，栽

培作業台帳）に対してデータを入力・編集し，登録されたデータを圃場地図上に表示しな

がら，さらに作業計画や作業進捗状況・実績を入力・確認するなどの，日々の管理事務を

行います。 
年間の作付計画を作成したり，ある作業期間の当初計画（作業予定）一覧を作成したり，

天候や生育を見ながら日々の作業計画を修正して当日の作業指示書を作成・印刷したり，

作業結果（作業報告書）を受けて作業実績を入力するとともに翌日以降の作業計画を変更

したり，収穫物の品質検査結果や収量を入力して次年度の作付や肥培管理計画を作成した

りなど，様々な利用方法があります。 
これらは一例です。これらすべての機能を利用しなければならないということではあり

ません。それぞれに必要な機能を利用すればよいということです。 
これらの作業計画・管理に伴う情報（データ）操作が本システムの基本であり，本シス

テムを使用する目的でもあります。 
具体的な操作方法については，「作業計画管理ガイド」を参照してください。 
 

〔メモ〕 
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おわりに 

以上で本システムのインストールからトップメニュー起動による最初の動作確認がで

きたことになります。 
これで本書の役目も終わりです。 
以降は，概略手順に沿って，圃場地図の作成・準備（「圃場地図作成ガイド」）や管理フ

ァイル作成・マスタデータ入力（「初期設定ガイド」）に進んでください。 
 
 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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問い合わせ先 

本システムを使用していて，お気づきの点等ありましたら，巻末（奥付）記載の E-mail
アドレスまたは本システムのサポートサイト<https://aginfo.cgk.affrc.go.jp/PMS/>内の

「お問い合わせ」にて照会ください。 
その際，お問い合わせ内容に応じて，利用状況・環境や操作手順，画面状況などの詳し

い情報も添えてください。詳しい状況が再現・確認できないと対処法も分からず，十分な

回答を差し上げることができません。 
 
 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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